
■当資料は、情報提供を目的として、三井住友アセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧誘
するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもので
あり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であり、
今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を
保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾
者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。 

 イエレン議長の講演テーマは、「金融の安定」です。

これは最近、開催された米連邦公開市場委員会

（FOMC）で、インフレと並ぶ金融政策の決定要

因のひとつとして言及されています。イエレン議長が、

どのような考えを示すのか注目されます。 

 一方、ドラギ総裁の講演は、グローバル経済の力

強い成長を促進するという今年のシンポジウムの

テーマに焦点を当てる見込みです。ロイター通信が

伝えたように、『ジャクソンホール』会議で、金融政

策に関する新たな声明を打ち出すことはない模様

です。 

今年も注目、『ジャクソンホール』経済会議 

2017年8月23日 

米国地区連銀のひとつであるカンザスシティ地区連銀は、毎年8月下旬にワイオミング州『ジャクソンホール』にお

いて、経済政策に関する国際シンポジウムを開催しています。世界各国から中央銀行総裁、政策担当者、学

者などが参集し、世界経済や金融政策を巡る議論を交わします。今年の会議は「グローバル経済のダイナミズ

ムを促進する」をテーマとし、イエレンFRB議長のほか、ドラギECB総裁も3年ぶりに参加する予定です。 
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 カンザスシティ地区連銀は、現地時間8月24日～26日の間、毎年恒例の経済シンポジウムを米国のワイオ

ミング州『ジャクソンホール』で開催する予定です。今年のテーマは、「グローバル経済のダイナミズムを促進す

る」です。 

 今年の会合では、米連邦準備制度理事会（FRB）のイエレン議長のほか、ドラギ欧州中央銀行

（ECB）総裁も3年振りに参加の予定です。 

2017年8月18日 『FOMC議事要旨』 金融市場の動向にも配慮 
2017年8月18日 ECB議事要旨とユーロの動向 

今年のテーマは「グローバル経済のダイナミズムを促進する」 
イエレンFRB議長とドラギECB総裁が講演を予定 

欧米と日本の金融政策の方向性の違いは円安を促す要因になろう 

イエレンFRB議長の講演テーマは「金融の安定」 
ドラギ総裁は経済成長について講演の見込み 

 FRBもECBも、金融緩和の解除をどのように進めて

いくかが、当面の市場での関心事です。ただ、今回

の会議で、解除の方向性が変わるようなコメントは

出ないと見られます。 

 金融緩和の解除に向かう欧州、米国と、緩和維

持の日銀という金融政策の方向性の違いは、続く

と予想され、これは円安を促す要因となる見通しで

す。 

金利の正常化
金融の安定

カンザスシティ連銀

ジャクソンホール2017年経済シンポジウム

グローバル経済の
力強い成長を促進
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